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梅雨 台風への備えは万全ですか？･･･２～３

税務運営方針を策定しました･･････････････４

再生する昆虫館･･･････････････････････････５
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シリーズ共生の郷づくり･･･････････････････８～９

まちの話題･･･････････････････････････････２４～２５

●主な内容地域の「たから」を生かし  活性化を
－　田和集落で棚田交流　－

　田和集落では、地域活性化のため棚
田を生かした交流事業を行っています。
　５月 18 日、地域の高齢者や子ども
たち、また都市部から集まったみなさ
んが、棚田への田植えなどを通じて交
流しました。（関連記事：25 ページ）
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防
災
の
第
一
歩
は
、
自
宅
の
ま

わ
り
の
ど
こ
が
危
険
箇
所
か
を
知

る
こ
と
で
す
。「
よ
く
知
っ
て
い

る
場
所
」
ほ
ど
油
断
は
禁
物
。
普

段
か
ら
、
自
宅
周
辺
の
情
報
を
収

集
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
丘
陵
地
・
傾
斜
地
】

　

丘
陵
地
や
傾
斜
地
は
、
長
雨
で

地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
を
起

こ
す
可
能
性
が
と
て
も
高
く
な
り

ま
す
。
地
質
や
こ
う
配
、
現
在
の

保
水
状
態
な
ど
を
考
慮
し
、
が
け

崩
れ
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
を
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
危
険
な
が
け
地
は
、
よ

く
見
回
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨

が
や
ん
だ
後
で
も
、
約
４
時
間
は

危
険
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
】

　

大
雨
に
よ
り
、
河
川
の
水
量
が

激
増
し
、
家
屋
の
浸
水
な
ど
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
の
み

な
さ
ん
は
、
付
近
の
河
川
の
堤

防
の
高
さ
、
警
戒
水
位
な
ど
か

ら
、
浸
水
の
危
険
性
を
把
握
し
て

ま
ず
は
身
の
回
り
の

　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
か
ら

豊かなむらを災害から守る月間
土砂災害防止月間

梅雨 台風 への
備え 万全は ですか？
　これからの季節、梅雨前線の接近や台風の襲来による集中豪雨で、河川のはんらんや、
がけ崩れなど、災害の発生が予測されます。このような災害を最小限にくい止めるには、
日ごろから災害に備えておくことが大切です。みなさんの家庭でも今一度、周辺のため
池、裏山、河川を点検したり、非常携帯品を準備したりするなど、災害に備えましょう。

●お問い合わせ　住民課　☎８２－０６６０

６
月
は



�

2008/ ６月号

お
き
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

山
林
は
、雨
水
を
貯
水
す
る「
保

水
機
能
」
を
有
し
ま
す
が
、
大
雨

や
長
雨
で
、
そ
の
限
界
を
超
え
る

と
、大
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

山
林
災
害
に
つ
い
て
は
、
次
の
点

に
留
意
し
な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
が
け
や
山
の
途
中
か
ら
水
が
ふ

　

き
出
し
濁
っ
て
き
た
。

②
斜
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
。

③
山
地
、
が
け
地
か
ら
、
落
石
や

　

崩
落
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
兆
候
が
あ
り
、
危
険

で
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
め
池
が
決
壊
す
る
と
、
下
流

に
大
き
な
被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。

①
た
め
池
の
管
理
者
を
定
め
、
常

　

に
適
正
な
管
理
を
し
て
お
く
。   

　

た
だ
し
、
池
の
見
回
り
は
危
険

　

な
の
で
、
な
る
べ
く
複
数
人
で

　

行
う
。

②
非
常
時
の
応
急
資
材（
土
の
う
・

　

く
い
・
縄
な
ど
）
を
準
備
し
て

　

お
く
。

③
気
象
情
報
を
常
に
注
意
し
、
大

　

雨
や
長
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

　

は
、
た
め
池
栓
を
抜
き
、
減
水

　

す
る
。

　

以
上
の
点
に
留
意
し
、
災
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

た
め
池
の
管
理
は

　
　

大
丈
夫
で
す
か
？

これだけはやっておこう
～風水害対策～

①天気予報や気象情報に気をつけましょう
　大雨や洪水などの注意報や警報を、テレビ
やラジオで情報収集し、正確な状況を把握し
ましょう。
②避難所、避難経路を確認しましょう
　自分の地域の避難場所はどこなのか、そこ
へ安全に行く経路、できれば複数の避難経路
を確認しておきましょう。
③非常食や持出し品を準備しておきましょう
　印かんなどの貴重品、非常食（レトルト食
品や缶詰など）、常時服用している医薬品、ま
た懐中電灯や携帯ラジオ、乾電池も忘れずに
ひとまとめにして、非常用持出し袋に入れて
おきましょう。
④家屋周辺を点検しましょう
　家の周りに植木鉢など吹き飛ばされそうな
ものがないか。雨戸や瓦などは傷んでないか。
また、雨どいや排水溝が詰まっていないかな
ど、確認しておきましょう。

もう登録していますか？

さよう安全安心ネット
　町では、昨年４月より携帯電話やパソコンのメール機能を利用して、災害時の緊急情報や防犯・交通安全など
の情報をいち早くお知らせする「さよう安全安心ネット」の運用を行っています。
　登録は無料です（ウェブ接続料・メール受信料は別途かかります）。安全・安心のため、登録をしておきましょう。

気象警報

災害発生

■お知らせメール

■緊急気象情報メール

・緊急情報お知らせメール
　災害情報、防犯情報など

・お知らせメール
　安全安心情報、防災研修
　などを定期的に送信

気象警報、地震情報など

【メール例】
・●●地域に大雨警報が発
令されました

・●●地区に避難勧告が発
令されました

 ■方法１　＜ URL 入力＞
●インターネット接続できる携帯電話やパソコン
で、次の URL を入力、アクセスして「◆お知ら
せメール◆→登録／解除」から登録してください。

■方法２　＜空メール＞
① hy@bosai.net に空メールを送信。
②しばらくするとメールが届きます。※
③届いたメールにある http://bosai.net/ をクリック。
④７．西播磨地域をクリック。
⑤佐用町を選択して「◆お知らせメール◆→登録／解除」
　から登録してください。
※ info@bosai.net のメールを受信できるよう設定して
おいてください

　登録の方法

さよう安全安心ネット（ひょうご防災ネット）
http://bosai.net/sayo/

山
く
ず
れ
・
地
す
べ
り
が

　
　
　

発
生
す
る
と
き
は





�

2008/ ６月号

す
る

再
生

昆
虫
館

　

今
年
３
月
を
も
っ
て
閉
館
し
た
昆
虫
館
が
再
生
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
昆
虫
館
を
新
た
な
環
境
教
育
な
ど
の
施
設
と
す

る
た
め
、
昆
虫
の
専
門
家
の
み
な
さ
ん
が
、
５
月
10
日
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
ど
も
と
む
し
の
会
」
の
設
立
総
会
を
開
催
し
、
今
後

の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
河
地
域
に
あ
る
昆
虫
館
は
、

県
が
昭
和
46
年
、
青
少
年
野
外
活

動
施
設
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

以
後
37
年
間
、
内
海
功
一
館
長
ら

の
努
力
で
、
昆
虫
学
者
と
し
て
有

名
な
平
山
修
次
郎
さ
ん
の
標
本

（
平
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
展
示
や
、

地
域
に
生
息
す
る
昆
虫
や
水
生
生

物
の
飼
育
展
示
が
一
貫
し
て
守
り

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昆
虫
学
者
や
愛
好
家
、
ま
た
子

ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
昆

虫
館
で
し
た
が
、
県
の
運
営
見
直

し
が
行
わ
れ
、
平
成
14
年
度
か
ら

６
年
間
、県
か
ら
町
に
委
託
さ
れ
、

県
の
委
託
金
で
運
営
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
昆
虫
館
の

運
営
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会

と
町
、
町
議
会
、
ま
た
三
河
地
域

の
自
治
会
の
み
な
さ
ん
で
協
議
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
学
術
的
に
価
値
の
高
い
平
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
設
備

の
整
備
や
専
門
家
な
ど
の
人
材
確

保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
厳

し
い
財
政
状
況
な
ど
か
ら
、
今

後
、
本
町
で
の
運
営
は
難
し
い
と

判
断
。
そ
の
た
め
、
平
山
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
「
ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験

館
」
で
活
用
を
図
る
一
方
、
本
年

３
月
末
で
昆
虫
館
を
閉
館
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
館
す
る
こ
と
を
聞
い
た
神
戸

大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の

竹
田
真
木
生
教
授
は
「
自
然
に
ふ

れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
昆
虫
館
を
存

続
さ
せ
な
け
れ
ば
」
と
、
昆
虫
の

専
門
家
や
活
動
家
に
声
を
か
け
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
準
備
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
昆
虫
館
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
す
る
こ
と
を
町
へ
提
案
し
ま
し

た
。

　

提
案
を
受
け
て
、町
や
町
議
会
、

三
河
地
域
の
自
治
会
、
ま
た
県
で

検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
施
設
を
県
か
ら
町

が
譲
り
受
け
、
新
た
な
昆
虫
館
と

し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
元
や
関
係
機
関
と

連
携
を
深
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
み

な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
教
育
や
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
活
動
を
行
う
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

三
河
地
域
に
は
「
上
三
河
農
村

舞
台
」
や
「
ひ
ま
わ
り
館
」、
ま

た
「
南
光
自
然
観
察
村
」、「
瑠
璃

寺
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
『
地
域

の
た
か
ら
も
の
』
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
手
で
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昆
虫
館
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
は
、
三
河
地
域
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昆
虫
館
の
歴
史

　

飼
育
・
展
示
を
基
本
に
37
年

　

存
続
の
協
議
と
経
緯

　

３
月
で
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る 　

今
後
の
昆
虫
館

　

環
境
教
育
と
地
域
活
性
化
を
目
標
に
　

三
河
地
域
で
は

　

さ
ら
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

　

５
月
10
日
、
昆
虫
館
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
設
立
準
備
会
主
催
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
河
小
学
校
の
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
昆
虫
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
（
写
真

右
上
）。

　

昆
虫
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
終
了

後
、
三
河
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
と
む
し
の

会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
活

動
の
目
的
や
計
画
な
ど
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

昆
虫
館
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

目
的
や
活
動
計
画
を
審
議

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
総
会

子
ど
も
た
ち
に
昆
虫
や
自
然
環
境
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
大
き
な
目
的

（
写
真
＝
昆
虫
館
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
）

新たな出発をむかえる昆虫館

設立総会に参加するみなさん
くわしくはＮＰＯ法人「こどもとむしの会」ホームページで（http://konchukan.net)
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町
議
会
構
成

議
長
に
西
岡
正
氏　

副
議
長
に
大
下
吉
三
郎
氏
を
選
出

　

４
月
30
日
に
、
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議

長
に
西
岡
正
氏
、
副
議
長
に
大
下
吉
三
郎
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
構
成

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
、

敬
称
略
）

監
査
委
員　

井
上　

洋
文

議
会
運
営
委
員
会

　

◎　

松
尾　

文
雄

　

○　

岡
本　

義
次

　
　
　

山
田　

弘
治

　
　
　

石
黒　

永
剛

　
　
　

山
本　

幹
雄

　
　
　

高
木　

照
雄

総
務
常
任
委
員
会

　

◎　

石
黒　

永
剛

　

○　

岡
本　

安
夫

　
　
　

岡
本　

義
次

　
　
　

笹
田　

鈴
香

　
　
　

矢
内　

作
夫

　
　
　

吉
井　

秀
美

　
　
　

西
岡　

正

厚
生
常
任
委
員
会

　

◎　

山
本　

幹
雄

　

○　

石
堂　

基

　
　
　

金
谷　

英
志

　
　
　

井
上　

洋
文

　
　
　

大
下　

吉
三
郎

　
　
　

山
田　

弘
治

　
　
　

平
岡　

き
ぬ
ゑ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◎　

高
木　

照
雄

　

○　

新
田　

俊
一

　
　
　

片
山　

武
憲

　
　
　

松
尾　

文
雄

　
　
　

敏
森　

正
勝

　
　
　

森
本　

和
生

　
　
　

鍋
島　

裕
文

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

◎　

吉
井　

秀
美

　
　

○　

片
山　

武
憲

　
　
　
　

石
黒　

永
剛

　
　
　
　

山
田　

弘
治

　
　
　
　

平
岡　

き
ぬ
ゑ

　
　
　
　

森
本　

和
生

播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　

岡
本　

義
次

　
　
　
　

松
尾　

文
雄

　
　
　
　

山
本　

幹
雄

　
　
　
　

鍋
島　

裕
文

　
　
　
　

西
岡　

正

に
し
は
り
ま
環
境
事
務
組
合

　
　
　
　

新
田　

俊
一

　
　
　
　

松
尾　

文
雄

　
　
　
　

金
谷　

英
志

　
　
　
　

西
岡　

正

佐
用
町
・
宍
粟
市

　
　

三
土
中
学
校
事
務
組
合

　
　
　
　

敏
森　

正
勝

　
　
　
　

平
岡　

き
ぬ
ゑ

　
　
　
　

西
岡　

正

大下吉三郎　副議長 西岡　正　議長

　

さ
わ
や
か
な
５
月
が
終
わ
り
早
や

６
月
。
梅
雨
入
り
も
間
近
と
な
り
ま

し
た
。
田
植
え
も
順
調
に
進
み
、
し

と
し
と
と
降
る
雨
に
花
し
ょ
う
ぶ
が

似
合
う
季
節
で
す
。
西
新
宿
の
花

し
ょ
う
ぶ
園
も
開
設
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。
集
落
の
み
な
さ
ん
の
が
ん
ば

り
と
、
佐
用
高
校
の
生
徒
た
ち
の
協

力
も
あ
り
、
手
入
れ
さ
れ
た
き
れ
い

な
花
が
楽
し
み
で
す
。

　

一
方
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る

災
害
を
心
配
す
る
季
節
に
な
り
ま

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
中
国
四
川
省
な

ど
、
大
災
害
の
悲
惨
な
状
況
が
連
日

報
道
さ
れ
、
心
が
痛
み
ま
す
が
、
こ

れ
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
気
象
災

害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
台
風
が

次
々
と
発
生
し
て
お
り
、
今
年
は
台

風
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。地
球
温
暖
化
の
防
止
は
、

今
や
世
界
共
通
の
課
題
で
す
。
今
年

は
日
本
で
環
境
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
、そ
の
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
す
が
、

ま
ず
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
で

き
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
町
も
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
大
量
に

ご
み
を
発
生
す
る
生
活
形
態
を
見
直

し
、
み
ん
な
で
環
境
を
守
る
責
任
を

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
度
も
２
か
月
が
過
ぎ
、

あ
ら
ゆ
る
組
織
の
総
会
も
終
わ
り
、

新
体
制
の
も
と
、
本
格
的
な
活
動
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
９
月
末
を

も
っ
て
、
新
・
佐
用
町
も
丸
３
年
を

迎
え
ま
す
。そ
し
て
、４
月
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
佐
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
放
送
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
地

域
や
団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
テ

レ
ビ
で
紹
介
し
、
町
民
の
交
流
が
活

発
に
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
も
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
元
気
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

「
こ
ん
に
ち
は
」

　
佐
用
町
長　

庵
逧　

典
章

町
長
室
か
ら
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がん検診
年に１回は検診を

のお知らせ
●お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

　わが国のがんによる死亡者数は年間 30 万人を超え、死亡原因の第１位を占めています。
しかし検診と治療の進歩によって、一部のがんでは早期発見、そして早期治療が可能となっ
てきました。そこで、満２０歳以上の町民を対象に、次のがん検診を実施します。検査料金
の半額は町が負担し、受診しやすくなっていますので、年に１回はがん検診を受けましょう。

対象疾病 検査項目と健診の種類 個人負担額
肺がん・肺結核・心不全 胸部Ｘ線検査 １，０４０円 
胃がん・食道がん・胃潰瘍・胃炎
十二指腸潰瘍・胃ポリ－プなど 胃部Ｘ線検査 ６，２１０円 
肺がん 喀痰検査 １，４２０円 
前立腺がん ＰＳＡ検査 ７４０円 

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎 肝炎ウイルス検査
Ｂ型肝炎＋Ｃ型肝炎 １，７００円 
Ｂ型肝炎のみ １，１３０円 
Ｃ型肝炎のみ １，２８０円 

※肝炎ウィルス検査をこの負担額で受診できるのは１回限りです。過去に受診されているかた
は全額負担となります。

■検査項目と負担額

■検診を実施する医療機関 病　院　名 電話番号 実　施　日
佐用共立病院 ８２－２３２１ 毎週水曜日
佐用中央病院 ８２－２１５４ 毎週水曜日
尾崎病院 ７７－０２２１ 毎週火曜日

　予約制です。検診を希望するかたは、直接
医療機関へ申し込みをしてください。

■検診対象者
　町民で、満２０歳以上のかた。
　ただし、事業所や医療保険者が利用することはできません。

　

ふ
れ
あ
い
町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん

ぼ
で
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

無
料
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

３
歳
以
上
で
運
動
が
可
能
な
児

童
・
生
徒
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
こ
の
機

会
に
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

４
人
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、

や
さ
し
く
指
導
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

　

６
月
17
日
（
火
）
～
21
日
（
土
）

　

６
月
24
日
（
火
）
～
28
日
（
土
）

　

※
月
曜
日
は
除
く

■
対
象
者

　

３
歳
以
上
の
児
童
・
生
徒

　

※
１
人
１
回
に
限
る

■
申
し
込
み
方
法

　

下
表
の
時
間
割
で
希
望
の
曜

日
・
時
間
を
選
び
、
町
民
プ
ー
ル
、

ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、体
験
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、

町
民
プ
ー
ル（
月
曜
日
は
休
館
日
）

受
付
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
人
の
か
た
の
ス
ク
ー

ル
は
、
随
時
無
料
体
験
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
無
料
体
験

火 水 木 金
15:30
   ～ 16:30

 小学生（Ｃ２） 
  ６歳～ 12 歳

16:30
   ～ 17:30

  幼児（Ｂ２） 
  ３歳～６歳

小学生（Ｃ３） 
６歳～ 12 歳

  幼児（Ｂ４） 
  ３歳～６歳

  小学生（Ｄ５） 
  ６歳～ 12 歳

17:30
   ～ 18:30

 年長・小学生 
　   （Ｄ２） 
 ５歳～ 12 歳

年長・小学生 
      （Ｄ３） 
５歳～ 12 歳

小学生（Ｄ４） 
 ６歳～ 12 歳

    幼・小学生 
       （Ｃ５） 
  ３歳～ 12 歳

18:30
   ～ 19:30

幼・小中学生 
      （Ｅ３） 
３歳～ 15 歳

年長・小中学生 
         （Ｅ５） 
  ５歳～ 15 歳

土

9:00
  ～ 10:00

     幼・小学生 
        （Ｇ６） 
   ３歳～ 12 歳

13:00
  ～ 14:00

     幼児（Ｂ６） 
   ３歳～６歳

14:00
  ～ 15:00

      小中学生 
       （Ｃ６） 
    ６歳～ 15 歳

15:00
  ～ 16:00

年長・小中学生 
        （Ｄ６） 
  ５歳～ 15 歳

時間
曜日

時間
曜日

■時間割表（　）内はコース名

参
加
者
募
集

●
お
問
い
合
わ
せ　

町
民
プ
ー
ル　

☎
82
・
０
１
２
３
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共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
33

地
域
の
『
た
か
ら
も
の
』　

再
発
見

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

中
部
志
文
川
部
会
が
、
こ
の
ほ
ど
、

志
文
川
沿
い
の
地
域
の
「
た
か
ら

も
の
」
に
手
づ
く
り
の
標
柱
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
標
柱
は
昨
年
７
月
に
、
志

文
川
沿
い
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
際
、

多
く
の
「
た
か
ら
も
の
」
を
再
発

見
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

標
柱
が
設
置
さ
れ
た
の
は
志
文

川
の
奇
岩
「
七
つ
岩
」、「
子
授
か

り
地
蔵
さ
ん
」
や
「
ね
む
り
神
さ

ん
」
な
ど
の
18
か
所
。
そ
し
て
こ

れ
ら
を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
が
印
刷

さ
れ
、
三
日
月
地
域
に
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

部
会
長
の
寺
本
浩
崇
さ
ん
（
田

此
）
は
「
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
資

源
を
生
か
し
た
交
流
事
業
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

標柱の設置作業

三日月地域づくり協議会

　

５
月
６
日
、
三
日
月
地
域
づ
く

り
協
議
会
の
中
部
三
方
里
部
会
が
、

各
集
落
を
巡
回
す
る
防
犯
に
向
け

た
茶
話
会
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
集
落
人
口

の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
今
後
悪

質
訪
問
販
売
や
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

な
ど
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
三
日
月
西
駐
在
所
と

各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
は
、
５
月
６
日
に
田

此
と
乃
井
野
集
落
の
集
会
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
防
犯
や
交
通
安

全
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
り
、
三

日
月
西
駐
在
所
の
三
上
警
部
補
と

情
報
交
換
を
し
た
り
と
、
楽
し
み

な
が
ら
防
犯
の
重
要
性
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

事
業
終
了
後
、
部
会
長
の
竹
内

勝
也
さ
ん
（
乃
井
野
）
は
「
今
は

被
害
が
出
て
い
る
こ
と
は
聞
い
て

い
な
い
が
、
悪
質
な
業
者
が
来
て

い
る
こ
と
は
よ
く
耳
に
す
る
。
こ

の
取
り
組
み
で
、
地
域
の
防
犯
力

が
よ
り
向
上
す
れ
ば
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
今
後
は
１
年
か
け
て
、
中

部
地
域
の
す
べ
て
の
集
落
を
巡
回

す
る
予
定
で
す
。

志文川沿いにある地域の「たからもの」をま
とめたマップ（表面）。楽しい地域の言い伝え、
名前の由来など、自分たちで調べた情報が満
載。カラーで印刷され、地域住民に配布され
ました

地域ぐるみで

防犯対策を

�
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子
ど
も
た
ち
に
夢
と
元
気
を

佐
用
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

４
月
26
日
、
役
場
庁
舎
裏
の
佐

用
川
河
川
敷
に
、
た
く
さ
ん
の
こ

い
の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
寄
贈
さ
れ
た

た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り
を
活
用

し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
く
す

く
と
育
つ
こ
と
を
願
い
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
当
日
は
主
催
の
佐

用
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
人
た
ち

や
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 　

設
置
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
数

は
約
50
匹
。
こ
い
の
ぼ
り
た
ち
は
、

さ
わ
や
か
な
風
に
な
び
き
、
佐
用

の
青
空
を
元
気
に
泳
い
で
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
佐
用
地
域
づ
く

り
協
議
会
会
長
の
衣
本
利
美
さ
ん

（
山
脇
）
は
「
た
く
さ
ん
の
こ
い

の
ぼ
り
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
、
夢
と
元
気
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、

５
月
末
ま
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地域の子どもたちの夢をのせて

地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
る

本
年
度
の
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト

　

町
内
の
13
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
平
成
20
年
度
定
期
総
会
が
、
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
総
会
で
は
、
事
業
計
画
や
予

算
案
の
審
議
、
ま
た
任
期
満
了
に

伴
う
協
議
会
長
や
セ
ン
タ
ー
長
の

改
選
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
年
度
の

活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

協議会名 協議会長名 センター長名

佐用地域づくり協議会 ★ 衣本利美 倉部次男
長谷地域づくり協議会 小林捷二郎 尾﨑恒生

平福地域づくり協議会 ★ 井上淳一 俊藤春夫

石井地域づくり協議会 岡本　平 蓮谷善亮
海内地域づくり協議会 井上和夫 濵田良典
江川地域づくり協議会 木村政照 永本大作

幕山地域づくり協議会 ★ 豊福政夫 和田　繁

上月地域づくり協議会 石原俊一 今本誠示

久崎地域づくり協議会 ★ 梶原義正 古淵清之

中安地域づくり協議会 ★ 篠倉京一 稲谷茂之

徳久地域づくり協議会 鎌内大助 舟引光雄

三河地域づくり協議会 ★ 嶋本昭彦 松井勝俊
三日月地域づくり協議会 坂口　榮 藤木節男

平成２０年度　各地域づくり協議会
会長・センター長　（★は新任・敬称略）

集落をあげて

　消防訓練
大酒集落

　

４
月
27
日
、
大
酒
ふ
れ
あ
い
広

場
で
、
大
酒
集
落
主
催
の
消
防
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
落
で
の
春
の
恒
例
行
事
で
あ

る
花
ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
た
こ

の
訓
練
は
、
今
回
で
３
回
目
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
く
の

人
た
ち
が
参
加
し
、
救
急
救
命
士

の
指
導
に
よ
る
心
肺
そ
生
法
と
、

訓
練
用
の
水
消
火
器
を
使
っ
て
の

消
火
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、
手
作
り
の
お

に
ぎ
り
と
豚
汁
な
ど
で
、
集
落
内

の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

心
肺
そ
生
法
の
講
習
会
（
右
）
と
、

消
火
訓
練
（
下
）
の
よ
う
す
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ピアノ＆ヴァイオリン　デュオコンサート

■
募
集
対
象　

　

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
す

る
か
た

■
テ
ー
マ　
『
家
族
の
つ
な
が
り
』

■
応
募
方
法

　

標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
用
紙
に
記
入
し
て
ご

応
募
（
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
）
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

７
月
18
日
（
金
）

■
選
考

　

選
考
委
員
会
で
５
点
程
度
の
入

賞
作
品
を
選
考

■
表
彰
な
ど

　

入
賞
作
品
は
８
月
30
日
（
土
）

開
催
予
定
の
「
人
権
ま
ち
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
さ
よ
う
２
０
０
８
」
で

表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

ま
た
標
語
は　

啓
発
資
料
な
ど

に
使
用
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
６
７
９
｜
５
３
０
１　

　

佐
用
町
佐
用
２
５
８
５　
　
　

　

生
涯
学
習
課
（
月
曜
日
休
館
）

　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
０
３
１
３

    

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

  orihim
e@

tow
n.sayo.lg.jp

　

各
支
所
地
域
振
興
課
で
も
受
け

付
け
ま
す

人
権
標
語
を

　

募
集
し
ま
す

●世界が注目するアーチストたちが出演

　平成 20 年度スピカホールの事業として、「ピアノ＆ヴァイオリン　デュ
オコンサート」を開催します。
　ピアニストの江尻南美さんとヴァイオリニストのコー・ガブリエル・カ
メダさんは、ともにドイツ在住で、ドイツと日本を中心に世界各地で演奏
活動を展開しているアーチストです。
　江尻南美さんは、スピカホールでの演奏は２回目。前回出演のときは、
素晴らしい演奏で、観客を魅了しました。
　コー・ガブリエル・カメダさんは、12 歳で特別才能児としてドイツカー
ルスルーエ音楽大学に入学し、数々のコンクールで優勝。２００４年９月
からは、スイスのチューリッヒ音楽大学で教べんをとるなど、偉大な才能
の持ち主として有名です。
　スピカホールで、世界が注目するアーチストたちが奏でる音色に、酔い
しれてみませんか。

■日　時　６月 29 日（日）開場：午後１時 30 分　
　　　　　　　　　　　　開演：午後２時
■場　所　スターシャワーの森音楽堂　スピカホール
■入場料　一般　2,000 円　高校生以下　1,000 円　（当日各 500 円増）

ピアニストの江尻南美さん

ヴァイオリニストのコー・ガブ
リエル・カメダさん

●お問い合わせ　スピカホール　　　　　　☎８２－０５９５　　
　　　　　　　　さよう文化情報センター　☎８２－３３３６

スピカホール音楽祭出場者募集
●木造のホールで　自然な響きを奏でよう

■募集期間　６月１日（日）～７月１日（火）
■日　　時　11 月 16 日（日）
■場　　所　
　スターシャワーの森音楽堂　スピカホール
■参加資格
　マイクなどを使わず、生の音で演奏ができるかた
■演奏時間　12 分以内
■参加料　出演者１人につき　２，０００円
■募集組数　10 組
■申し込み方法　
　所定の申し込み用紙に記入のうえ、スピカホール
窓口に提出してください。ＦＡＸでの申し込みは受
け付けません。申し込み多数の場合は主催者側で選
考させていただきます。くわしくは町ホームページ
をご覧ください。

●申し込み・お問い合わせ　スピカホール　☎８２－０５９５

第 17 回



11

2008/ ６月号

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
８
月

７
日
（
木
）
～
８
月
10
日
（
日
）

ま
で
、
大
阪
大
学
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

「
い
な
か
の
え
ん
げ
」
を
実
施
し

ま
す
。
そ
こ
で
「
い
な
か
の
え
ん

げ
」
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
参
加
す
る
ご
家
族
を
募
集
し
ま

す
。

　

４
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
や

「
浴
衣
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
留
学
生
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
家
族
の
よ
う

に
交
流
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
言
葉
が

通
じ
る
の
か
な
・
・
・
と
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
留
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
日

本
語
で
十
分
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
「
留

学
生
と
の
交
流
は
楽
し
く
、
い
ろ

い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
と
い
う
大
都
会
し
か
知
ら

な
い
留
学
生
に
、
美
し
い
自
然
と

歴
史
が
残
る
本
町
で
、
良
い
思
い

出
を
作
っ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

■
受
け
入
れ
期
間

　
　

８
月
７
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　

８
月
10
日
（
日
）

■
募
集
家
族　

10
家
族

■
募
集
期
限　

６
月
27
日
（
金
）

■
国
際
交
流
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
82
・
０
６
６
４

ワ
ー
ド
２
０
０
７
コ
ー
ス　

受
講
生
募
集

■
パ
ソ
コ
ン
で
あ
そ
ぼ
う

■
開
催
日　

 

７
月
９
日
（
水
）、

　

11
日
（
金
）、
16
日
（
水
）、 

18 

　

日
（
金
）
の
４
日
間

■
時
間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後

　

９
時
30
分

■
場
所　

上
月
文
化
会
館
パ
ソ
コ

　

ン
室

■
受
講
料　

１
、５
０
０
円
程
度

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
27
日
（
金
）　

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

上
月
支
所
地
域
振
興
課　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

                    　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
86
・
０
７
９
３

パソコン教室のようすギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
展
示
会
な
ど
に

味
わ
い
の
里
三
日
月
の

　

味
わ
い
の
里
三
日
月
で
は
、
玄

関
ロ
ビ
ー
を
地
域
文
化
の
交
流
の

場
と
す
る
た
め
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

し
て
一
般
に
開
放
し
ま
す
。

■
対
象

　

町
内
在
住
の
か
た
で
、
手
芸
、

絵
画
、
陶
芸
、
習
字
、
俳
句
な
ど

の
文
化
活
動
を
非
営
利
で
行
っ
て

い
る
個
人
、
ま
た
は
団
体

■
展
示
方
法

　

パ
ネ
ル
３
枚
、
長
机
３
つ
を
使

　

用
し
て
展
示
で
き
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

２
週
間
程
度

■
使
用
料　

無
料

■
注
意
点

　

①
展
示
、
片
付
け
は
出
品
者
各

　

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

②
展
示
し
て
い
る
作
品
が
破
損

　

し
て
も
、
そ
の
責
任
は
一
切
負

　

い
ま
せ
ん
。

　

③
作
品
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

味
わ
い
の
里
三
日
月　

☎
79
・
２
５
２
１

過去の展示物のようす

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
初
級
者
向
け
の

「
ワ
ー
ド
２
０
０
７
」
コ
ー
ス

を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
か
た
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
受
講
の
際
、
ワ
ー
ド

２
０
０
７
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

11
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■
就
学
前
の
乳
幼
児
の
か
た
は
、

一
部
負
担
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
、

重
度
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
、

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
、
就
学
前
（
小
学
校
へ

入
学
前
）
の
乳
幼
児
の
か
た
は
、

一
部
負
担
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
県
が
行
う
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
制
度
に
加
え
、
町

独
自
に
就
学
前
乳
幼
児
を
対
象
に
、

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

お
支
払
い
さ
れ
た
負
担
金
は
、
町

へ
請
求
す
る
と
、
後
日
返
還
さ
れ

ま
す
。

　

印
か
ん
・
領
収
書
・
健
康
保
険

証
・
受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
る

程
度
ま
と
め
て
請
求
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

領
収
書
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合

（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）
は
、
医
療
機

関
で
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
に
受
給
者

氏
名
を
記
載
し
て
も
ら
い
、
医
療

機
関
な
ど
の
印
を
押
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
適
用
外
の
費

用
（
薬
の
容
器
代
・
食
事
代
・
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
）
は
、
支
給
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

後
日
町
へ
請
求
を

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
県

の
制
度
の
た
め
、
県
外
で
受
診
な

ど
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
助
成
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
後
か
ら
町
へ
請

求
す
る
こ
と
で
、
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

印
か
ん
・
領
収
書
・
健
康
保
険

証
・
受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
か
月
の
支
払
医
療
費
が
一
部

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

後
日
町
へ
請
求
を

　

１
か
月
に
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
支
払
っ
た
医
療
費
が
、
受
給

者
証
に
記
載
し
て
あ
る
外
来
・
入

院
の
一
部
負
担
金
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
町
へ
請
求
す
る
と
、
超

え
た
金
額
が
返
還
さ
れ
ま
す
。

　

印
か
ん
・
領
収
書
・
健
康
保
険

証
・
受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
適
用
外
の
費

用
（
食
事
代
・
容
器
代
・
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
）
は
、
支
給
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
高
額
医
療
費
の
支
給
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
（
振
込
通
知
や
決

定
通
知
書
な
ど
）
も
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

該
当
す
る
場
合
は
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
で
手
続
き
を

福
祉
医
療
費
受
給
者
証　

老
・
障
・
乳
・
母
・
高　

更
新
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
は
、
７
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
に

な
り
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
６
月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
受
給
者
証
の
色
は
、
う
ぐ
い
す
色
（
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
）

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
古
い
受
給
者
証
（
黄
色
）
は
、
福
祉
課
、
ま

た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
に
返
却
く
だ
さ
い
。

　

※
返
却
は
急
ぎ
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
受
給
者
証　

乳
・
障
・

母 　

を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

福
祉
医
療
受
給
者
証　

老
・
障
・

乳
・
母
・
高　

を
お
持
ち
の
み

な
さ
ん
へ

福
祉
医
療
受
給
者
証    

老   

を

              

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

●
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

児童デイサービス
『たんぽぽ』が業務開始

　西播磨４市３町で構成する西播磨療育推進協議会
は、本年度から児童デイサービス事業所を新たに設
置しました。 

■申し込み
　福祉課で受給者証を取得後、事業所と契約 
■対象　上記の受給者証を持つ乳幼児から小学生 
■場所　児童デイサービスたんぽぽ
　　　　（播磨科学公園都市内） 
■その他　
　①利用料・内容・時間などは福祉課までお問い合
　わせください。 
　②児童デイサービスでは療育訓練などを受けるこ
　とができます。 
　③療育相談のみを受けたい場合（18 歳未満）は
　福祉課までご相談ください 。

福祉医療
一
部
負
担
金

支
給

場
合

が

さ
れ
る

が
あ
り
ま
す

７
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
に

●申し込み・お問い合わせ　福祉課　☎８２－０６６１
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65
歳
か
ら
74
歳
で
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま
へ

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
か
た
で
も
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
す
る
と
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
で

き
ま
す
。

【
要
件
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

　

を
お
持
ち
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
、

　

音
声
機
能
ま
た
は
言
語
機
能
の

　

障
害
を
お
持
ち
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
、

　

下
肢
障
害
の
１
号
、
３
号
ま
た

　

は
４
号
に
該
当
す
る
か
た

・
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
お
持
ち

　

の
か
た

・
１
級
、
２
級
の
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

・
障
害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　

か
た

　

た
だ
し
、
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
被
保
険
者

に
と
っ
て
有
利
に
な
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
現
在
加
入
さ

れ
て
い
る
医
療
保
険
と
長
寿
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

で
は
窓
口
負
担
や
保
険
料
率
が
異

な
り
、
申
請
者
ご
と
に
多
く
の

ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
で
す
。
現
在

ご
加
入
の
保
険
と
、
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に

加
入
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
窓
口

負
担
や
保
険
料
な
ど
を
比
較
し
ま

す
の
で
、
福
祉
課
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

■
対
象
者

　

有
効
期
限
が
平
成
20
年
９
月

30
日
ま
で
の
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
で
、

10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
。

■
申
請
期
間

　

７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
９
月
30
日
（
火
）

■
申
請
窓
口

　

佐
用
健
康
福
祉
事
務
所

■
必
要
書
類

　

①
更
新
交
付
申
請
書

　　

②
臨
床
調
査
個
人
票（
診
断
書
）

　

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

　

④
患
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

⑤
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得

　
　

税
額
を
証
明
す
る
書
類

　
　
（
一
部
省
略
で
き
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
窓

　
　

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

⑥
重
症
申
請
書
（
重
症
申
請

　
　

さ
れ
る
か
た
の
み
必
要
）

　

⑦
重
症
申
請
用
診
断
書（
同
右
）

　

※
疾
患
や
重
症
度
に
よ
っ
て

　

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
上
の
注
意
点

　

受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
く

の
は
、
審
査
会
か
ら
１
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

（
８
月
末
日
ま
で
に
）
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
時
期
が
９
月

以
降
に
な
る
と
、
受
給
者
証
が

10
月
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　

継
続
交
付
申
請
は
お
早
め
に

７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

佐
用
健
康
福
祉
事
務
所　

☎
82
・
２
６
２
１

　

本
講
習
は
、初
日
に
基
礎
講
習
、

２
～
３
日
目
は
、
救
急
員
養
成
講

習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

救
急
法
を
学
び
た
い
か
た
は
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
講
習
日

　

８
月
１
日
（
金
）
～
３
日
（
日
）

■
講
習
時
間

　

初
日
は
午
後
１
時
～
午
後
４
時

30
分
ま
で
。
２
日
目
以
降
は
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■
講
習
会
場

　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

■
受
講
条
件

　

満
15
歳
以
上
で
、
全
日
程
を
通

し
て
受
講
で
き
る
か
た

■
受
講
定
員　

25
人　

■
受
講
料　

無
料

■
教
材
費　

３
、０
０
０
円

■
携
行
品

　

筆
記
用
具
、
実
技
の
で
き
る
服

装
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ
ス
タ
オ
ル
・

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
１
枚
、
昼
食

（
実
技
の
と
き
は
、
化
粧
禁
止
）

■
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の

う
え
、
福
祉
課
へ
送
付
、
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

　

６
月
30
日
（
月
）
到
着
分
ま
で

　

※
受
講
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
　

10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中

　

止
し
ま
す
。

赤
十
字
救
急
法
講
習
の
受
講
生
募
集

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１
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人
権
と
は
、
辞
書
に
よ
る

と
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
生
来
持
っ
て
い
る
権

利
」
と
あ
り
、
だ
れ
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

も
の
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

　

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

権
利
と
し
て
、
自
由
で
安
全
に

生
き
て
い
く
権
利
や
、
人
と
し

て
平
等
に
あ
つ
か
わ
れ
る
権
利

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
の
意
味
に

つ
い
て
学
ぶ
方
法
の
一
つ
に
、

「
権
利
の
熱
気
球
」
と
い
う
学

習
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
あ
な
た
は
、
10
個
の
権
利

と
い
う
荷
物
を
積
ん
で
熱
気
球

に
乗
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

熱
気
球
が
故
障
し
て
し
ま
い
、

ど
ん
ど
ん
高
度
が
落
ち
て
い
ま

す
。
荷
物
（
権
利
）
を
手
放
さ

な
い
と
熱
気
球
は
墜
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
て
、
あ
な
た
な

ら
ど
の
荷
物
（
権
利
）
を
残
し

ま
す
か
？
」

Ａ
：
知
り
た
い
こ
と
や
学
び
た

　

い
こ
と
を
勉
強
す
る
権
利

Ｂ
：
安
全
な
家
に
住
む
権
利

Ｃ
：
家
族
に
愛
さ
れ
る
権
利

Ｄ
：
必
要
な
食
べ
物
や
水
が
得

　

ら
れ
る
権
利

Ｅ
：
こ
づ
か
い
を
も
ら
う
権
利

Ｆ
：
自
分
の
携
帯
電
話
を
持
つ

　

権
利

Ｇ
：
自
分
の
意
見
を
言
っ
て
、

　

聞
い
て
も
ら
え
る
権
利

Ｈ
：
自
分
だ
け
の
部
屋
を
持
つ

　

権
利

Ｉ
：
家
族
で
旅
行
に
行
く
こ
と

　

の
で
き
る
権
利

Ｊ
：
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す

　

る
権
利

　

な
ぜ
そ
れ
を
残
し
た
か
、
考

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残
っ

て
い
る
権
利
の
中
で
あ
な
た
が

大
切
だ
と
思
う
順
に
並
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
権
利
の
熱
気
球
」
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
ラ
ン

キ
ン
グ
と
い
う
手
法
に
よ
る
学

習
で
、
自
分
や
他
人
の
価
値
観

に
「
気
づ
く
」
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
く
学
習
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
参
考
資
料
：
兵
庫
県
人
権
教

育
推
進
委
員
会
発
行
テ
キ
ス
ト

「
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育
の

推
進
を
め
ざ
し
て
」）

  

権
利
の
熱
気
球

●
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
82
・
３
３
３
６

⑮

佐用町人権標語

　
「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
は
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の
略
で
、

私
た
ち
の
食
生
活
と
自
然
環
境
が
、

密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
「
地

球
へ
の
思
い
や
り
は
キ
ッ
チ
ン
か

ら
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
推
奨

さ
れ
て
い
る
運
動
で
す
。
地
球
環

境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、

各
家
庭
で
簡
単
に
温
暖
化
防
止
に

取
り
組
め
る
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
。

毎
日
の
料
理
な
ど
、
生
活
の
中
で

ほ
ん
の
少
し
だ
け
「
環
境
」
の
こ

と
を
考
え
て
生
活
す
る
だ
け
で
も
、

積
み
重
な
る
と
大
き
な
節
約
に
な

り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
地
球
を

守
る
た
め
に
、
小
さ
な
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
・
・
・

①
買
い
物

　

ま
ず
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
。

そ
し
て
、
商
品
は
簡
易
容
器
や
詰

め
替
え
の
で
き
る
も
の
や
、
食
材

は
、
地
元
産
の
旬
の
も
の
を
優
先

し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

夏
が
旬
の
ト
マ
ト
を
温
室
で
作

る
に
は
、
10
倍
以
上
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
旬
の

食
材
は
季
節
感
も
楽
し
め
る
し
、

何
よ
り
太
陽
の
恵
み
を
受
け
て

育
っ
た
食
材
は
、
お
い
し
く
栄
養

価
も
高
い
上
に
安
価
で
す
。
ま
た

夏
野
菜
は
体
を
冷
や
し
、
冬
野
菜

は
体
を
温
め
る
働
き
が
あ
る
な
ど
、

体
に
も
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

②
料
理

　

い
つ
も
は
捨
て
て
し
ま
う
野
菜

の
葉
っ
ぱ
や
、
冷
蔵
庫
の
あ
ま
り

も
の
、
残
り
も
の
を
使
い
、
リ

フ
ォ
ー
ム
料
理
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
工
夫
次
第
で
大
変
身
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

③
片
付
け

　

ま
ず
は
水
の
節
約
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
古
紙
、
古
い

布
な
ど
で
油
汚
れ
を
先
に
落
と
す

な
ど
、
水
の
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
１
杯
（
15
ミ

リ
㍑
）
を
流
す
と
、
魚
が
す
む
こ

と
が
で
き
る
水
質
に
戻
す
た
め
に
、

お
ふ
ろ
（
２
０
０
㍑
）
の
水
が
、

約
20
杯
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
ご
み
を
た
い
肥
に
す

る
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
用
す
る
な
ど
、

生
ご
み
を
上
手
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

　

私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
な

か
で
、
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
の

む
だ
使
い
を
少
な
く
し
、
環
境
を

守
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

環
境
へ
の
思
い
や
り
。

　

み
な
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ストップ温暖化シリーズ
知っているから行動へ

は
じ
め
よ
う

　
「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　
町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　
  　

　
　
　
　
　
　

山
下　

睦
さ
ん

大根の葉っぱを使った「大
根菜めし」
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2008/ ６月号

　
「
古
墳
」
と
は
昔
の
人
が
土
を

盛
り
上
げ
て
造
っ
た
墓
の
こ
と

で
す
が
、
今
で
は
、
お
お
む
ね

１
、５
０
０
年
前
ご
ろ
の
古
墳
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
墓
を
指
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
37
年
、
当
時
の
大
広
小

学
校
（
新
宿
）
の
児
童
が
学
校

裏
の
畑
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
土

器
を
見
つ
け
た
の
が
発
端
で
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
古
墳
の
中

か
ら
は
多
数
の
土
器
、
金
メ
ッ

キ
が
さ
れ
た
飾
り
大
刀
や
耳
飾

り
、
ガ
ラ
ス
製
の
首
飾
り
、
や

じ
り
な
ど
の
武
器
、
馬
を
操
る

た
め
の
道
具
な
ど
、
墓
に
お
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ら
れ
た
数
多
く
の
物
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
も
多
く
の
古
墳
は
あ

り
ま
す
が
、
卯
能
山
峠
を
三
日

月
側
に
下
っ
た
所
に
あ
る
、
こ

の
高
畑
古
墳
か
ら
見
つ
か
っ
た

品
物
の
豊
富
さ
は
、
ほ
か
に
比

べ
て
、
あ
ま
り
例
の
な
い
も
の

で
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
古
く
か
ら
岡

山
の
方
へ
続
く
街
道
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
早
く
か
ら
土
地
が

開
か
れ
、
人
が
た
く
さ
ん
住
ん

で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
古
墳
に
数
多
く
の
品
物
と

共
に
葬
ら
れ
た
人
は
、
そ
の
よ

う
な
ム
ラ
の
有
力
者
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

飾
り
大
刀
な
ど
は
町
だ
け
で

な
く
西
播
磨
で
も
数
少
な
い
資

料
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な

数
多
く
の
出
土
品
は
町
の
歴
史

を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
58
年
に
町
指
定

の
考
古
資
料
と
し
て
、
ま
た
平

成
８
年
に
は
県
指
定
の
考
古
資

料
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

☎
82
・
２
４
２
４

　
　

シ
リ
ー
ズ　

佐
用
町
の
誇
り　

⑫　

 

～
高た

か

は

た

こ

ふ

ん

畑
古
墳
出
土
品
～

左上：金メッキの大刀の柄飾り　右上：金メッキの耳飾り
下：土器（三日月支所に展示）

町指定もえるごみ袋（少量用）
セット枚数と価格が変わりました

　町指定もえるごみ袋少量用の１セットを「24
枚入り：販売価格 600 円」を「10 枚入り：販
売価格 250 円」に変更します。
　入り数を見直し、お買い求めやすい設定とし
ました。なお、１枚あたりの価格 25 円は変更
ありません。
　出されるごみの量が少ないとき、通常サイズ
１袋で入りきらないときなどにご利用ください。
　店頭販売品は、今後順次切り替えが進められ
ます。

　●お問い合わせ
　　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

春の叙勲　町内で２人が受章

おめでとう
　  ございます

　春の叙勲で、このほど、新田新一さん（三日月上）
が旭日双光章を、また仲村貞昭さん（中村）が瑞宝双
光章を受章されました。
　新田新一さんは、昭和 49 年から新町誕生後の平成
18 年まで 10 期 31 年余り、議会議員として活躍され、
町政の振興に寄与されました。
　また仲村貞昭さんは、旧三日月町消防団の団長とし
て昭和 63 年から活躍され、新町誕生後の平成 18 年
まで、自治消防・防災の分野で尽力されました。
　新田新一さんは「町長、議長など多くのみなさんに
支えられてきました。心から感謝します」と、また仲
村貞昭さんは「先輩や同僚のみなさんに恵まれました。
ありがとうございました」と、それぞれ受章の喜びを
語ってくださいました。

仲村貞昭さん新田新一さん

　
　ＥＭぼかし講習会を、下記の日程で開催します。
　ＥＭぼかしは、生ゴミの発酵を促すＥＭ菌を米ぬ
かに混ぜて、手軽に作ることができ、生ごみの嫌な
臭いを消してくれます。
　講習会では、コンポストの上手な使いかたのアド
バイスもいたします。
　ぜひご参加ください。

■日　時　６月 24 日（火）午前 10 時～
■場　所　佐用町保健センター

　●お問い合わせ　住民課　☎８２－０６６０

ＥＭぼかし講習会
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４
月
17
日
、
町
損
害
評
価
会
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
26
人
の
新
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

損
害
評
価
会
委
員
は
、共
済
事
故
に
よ
り
耕
地
に
被
害
が
あ
っ
た
と
き
町
が
支
払
う
共
済
金
に
つ
い
て
、

そ
の
適
正
な
認
定
の
た
め
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
新
委
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

氏　　名 地区名
阿 山　晟 二

佐　用

横 山　雅 俊
竹 田　明 則
阿 山　文 雄
山 根　好 文
尾 上　 　強
佐 藤　悦 雄
久 保　源 市
小 松　博 之
山 本　信 一

上　月

木 村　義 晴
藤 元　明 夫
寺 本　義 弘
永 井　 　護
坂 口　和 雄
高 見　政 幸
門 元　由 門

南　光

飛 岡　正 俊
腰 前　正 好
慶 尾　勝 清
小 嶋　義 章
西 本　富 男
幸 田　孝 美

三日月
香 嶋　信 夫
春 國　靖 夫
井 関　忠 志

損
害
評
価
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ　
　

農
業
共
済
課　

☎
79
・
２
９
８
３

　

自
分
の
山
で
も
、
森
林
を
伐
採

す
る
と
き
に
は
、
事
前
の
届
け
出

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

　

届
出
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
従
っ

た
適
切
な
施
業
を
す
る
た
め
で

す
。
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林

届
出
は
、
森
林
の
伐
採
お
よ
び
伐

採
後
の
造
林
が
市
町
村
森
林
整
備

計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
行
わ
れ
、

健
全
で
豊
か
な
森
林
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
届
出
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
だ
れ
が
届
出
を
行
う
の
？

　

森
林
所
有
者
な
ど
、
伐
採
の
権

限
を
持
つ
人
で
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
森
林
所
有
者
（
自
分
で
伐
採
す

　

る
場
合
、
ま
た
は
、
請
負
に
よ

　

る
伐
採
の
場
合
）

・
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

　

か
ら
山
林
の
立
木
を
買
い
受
け

　

て
伐
採
す
る
と
き
は
、
買
い
受

　

け
た
人

※
な
お
、
伐
採
す
る
人
と
伐
採
後

　

に
造
林
す
る
人
が
異
な
る
場
合

　

は
、
伐
採
す
る
人
が
届
け
出
ま

　

す
。
こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

　

造
林
す
る
人
と
造
林
に
つ
い
て

　

話
し
合
い
、
造
林
の
計
画
を
決

　

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
の
時
期
は
い
つ
？

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
で
す
。

■
届
出
の
提
出
先
は
？

　

農
林
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
届
出
を
し
な
い
と

　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
（
森
林
法
第
２
０
７
条
）。

森林の伐採には
届け出が必要です

自分が所有する
森林でも同様です

●お問い合わせ
　農林振興課☎８２－０６６７

　「中山間地域等直接支払制度」は、平成 12 年度
から、担い手の育成をし、農業の生産活動を維持す
ることによって、山間部の耕作放棄地の発生を防止
し、多面的機能（水源かん養機能、洪水防止機能な
ど）を確保するため実施されています。
　農地の持つ多面的機能の確保のため実施されるこ
の制度は平成 19 年度も町内の 38 ヶ所（２０７ha）
で行われ、農地の保全が図られました。

町内 38 か所
●お問い合わせ　農林振興課　☎８２－０６６７

中山間地域等直接支払制度
大切な農地を守るために

で実施

美しい農地を守りましょう
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2008/ ６月号

　

町
で
は
、
優
良
農
地
の
保
全
や

担
い
手
の
確
保
、
大
規
模
経
営
農

家
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業
の
担

い
手
育
成
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
農
地

①
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で

　

農
用
地
区
域
に
あ
る
水
田
（
生

　

産
調
整
細
目
書
に
記
載
の
あ
る

　

も
の
に
限
る
）

②
当
該
年
度
の
７
月
１
日
現
在
で

　

５
年
以
上
の
貸
借
契
約
（
利
用
権

　
設
定
）
が
行
わ
れ
て
い
る
水
田

③
当
該
年
度
に
お
い
て
農
産
物
が

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
水
田
（
保
全

　

管
理
な
ど
は
対
象
外
）

■
交
付
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

②
経
営
水
田
面
積
が
1.0
㌶
以
上
で

　

あ
る
こ
と
（
借
り
受
け
水
田
を

　

含
む
）

③
当
該
水
田
に
お
い
て
、
自
ら
農

　

産
物
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と

④
貸
借
権
（
利
用
権
設
定
）
を
設

　

定
す
る
農
業
者
と
、
設
定
を
受

　

け
る
農
業
者
が
同
一
世
帯
ま
た

　

は
一
親
等
で
な
い
こ
と

⑤
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
水  

　

田
面
積
の
合
計
が
10
㌃
以
上
で

　

あ
る
こ
と

■
補
助
金
額
（
10
㌃
当
た
り
）

　

●
認
定
農
業
者

　
　

１
０
、０
０
０
円

　

●
一
般
農
業
者

　
　

１
０
、０
０
０
円
（
初
年
度
）

　
　
　

７
、０
０
０
円
（
２
年
目
以
降
）

■
申
請
期
限

　

９
月
30
日
（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ　

農
林
振
興
課　

☎
82
・
０
６
６
７

育
成
奨
励
補
助
金

農
業
の
担
い
手
に

を
交
付
し
ま
す

　●お問い合わせ
　　社団法人兵庫県猟友会
　　☎０７８－３６１－８１２７

■狩猟免許試験
■受験費用（申請費用）
　５、３００円（県証紙貼付）
■試験の日程と場所

【第１回】
○申込期間
　６月２日（月）～ 17 日（火）
　　（６月 16 日（月）消印有効）
○知識 ･ 適性試験日と場所
　７月２日 ( 水 )( 神戸、姫路、養父）

【第２回】
○申込期間
　８月４日（月）～ 19 日（火）
　　（８月 18 日（月）消印有効）
○知識 ･ 適性試験日と場所
　９月７日 ( 日 ) 神戸
■免許の種類
　･ 第一種銃猟 ( 装薬銃、空気銃 )
　･ 第二種銃猟 ( 空気銃 )
　･ 網猟　･ わな猟
■お問い合わせ
　上郡農林水産振興事務所   森林林業課
　　☎０７９１－５８－２１９８
■初心者講習会
　㈳兵庫県猟友会では、試験前の６
月と８月に、これから狩猟免許を受
験されるかたを対象にした、知識・
技能に関する初心者講習会 ( 要申し
込み・有料 ) が実施される予定です。

狩猟免許試験
初心者講習会

　

町
商
工
会
で
は
、
他
社
と
の
差

別
化
を
図
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
有
利

に
導
く
独
占
権
（
特
許
権
、
実
用

新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
）
を

得
る
た
め
の
制
度
や
、
費
用
、
手

順
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
員
（
弁

理
士
）
が
無
料
で
説
明
、
助
言
、

指
導
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
技

術
を
も
っ
て
い
る
方
、
ま
た
そ
れ

を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
相
談
例

　

・
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い

　
　

技
術
（
特
許
）
を
考
案
し
て

　
　

い
る
。

　

・
使
い
勝
手
が
よ
く
、
斬
新
な

　
　

デ
ザ
イ
ン
（
意
匠
）
の
物
品

　
　

を
考
案
し
て
い
る
。

　

・
商
品
な
ど
に
使
用
す
る
自
社

　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト
レ
ー
ド
マ

　
　

ー
ク
（
商
標
）
な
ど
を
考
え

　
　

て
い
る
。

■
日
時　

６
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

佐
用
町
商
工
会

■
相
談
形
態　

個
別
相
談

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

待
ち
時
間
の
解
消

と
、
一
定
の
相
談
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
予
約
制
で
す
。

　

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特許権や商標権などの
無料相談会

ビジネスをより有利に

ふ
る
さ
と
の
農
地
を
守
る
の
は　

あ
な
た
で
す

知財駆け込み寺連携事業
主　　催：特許庁
協　　力：佐用町商工会、日本弁理士会近畿支部
実施機関： ( 社 ) 発明協会兵庫県支部

●申し込み・お問い合わせ
　佐用町商工会　　☎８２－２２１８
　　　　　　　ＦＡＸ８２－３３８６
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町
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

すばやく！確実に！安全に！
町消防団 操 会法 大

　５月 11 日、南光スポーツ公園第２グラウンド
で、町消防団消防操法大会が開催されました。当
日は、各支団から選抜されたポンプ自動車の部８
チーム、小型ポンプの部８チームが参加し、日ご
ろの練習の成果を競いました。各部の優勝分団は、
７月６日、播磨科学公園都市で行われる西播磨地
区操法大会へ出場します。

  【自動車ポンプの部】
■団体の部
　優　勝　三日月第２機動分団
　準優勝　佐用　第２機動分団

■個人の部
　指揮者の部　最優秀賞　三日月第２機動分団　中山　彰
　　　　　　　　優秀賞　三日月第１機動分団　坪内　利博
　　　　　　　　　〃　　佐　用第２機動分団　真島　三雄
　１番員の部　最優秀賞　三日月第２機動分団　宇多　博基
　　　　　　　　　〃　　佐　用第２機動分団　安東　哲也
　２番員の部　最優秀賞　佐　用第２機動分団　船木　史明
　　　　　　　　優秀賞　三日月第２機動分団　中山　一
　３番員の部　最優秀賞　三日月第２機動分団　仲井　牧人
　　　　　　　　優秀賞　三日月第１機動分団　小林　靖尚
　　　　　　　　　〃　　上　月　　機動分団　衣笠　達彦
　４番員の部　最優秀賞　三日月第２機動分団　松尾　隆司
　　　　　　　　優秀賞　佐　用第２機動分団　東内　一典

【小型ポンプの部】
■団体の部
　優　勝　三日月第３分団
　準優勝　佐用　第２分団

■個人の部
　指揮者の部　　最優秀賞　三日月第３分団　　仲元　健
　　　　　　　　　優秀賞　佐用第１１分団　　田中裕紀夫
　１番員の部　　最優秀賞　三日月第３分団　　仲村　卓真
　　　　　　　　　優秀賞　佐　用第２分団　　藤木　和也
　　　　　　　　　　〃　　三日月第６分団　　上田　昭浩
　２番員の部　　最優秀賞　三日月第３分団　　広利　哲
　　　　　　　　　優秀賞　三日月第６分団　　鞍田　誠
　３番員の部　　最優秀賞　三日月第６分団　　中山　成仁
　　　　　　　　　　〃　　上　月第１分団　　野村　俊光

成績（敬称略）

三日月第２機動分団
（自動車ポンプの部優勝）

三日月第３分団
（小型ポンプの部優勝）

ス
ポ
ー
ツ

ん

の

み

な

春
季
青
年

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
４
月
27
日

■
上
月
体
育
館

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

来
夢
来
人

　

準
優
勝　

イ
ン
パ
ル
ス

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

来
夢
来
人

　

準
優
勝　

愛
龍

第
16
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
関
係
分
）

■
５
月
３
日
～
４
日

■
上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

　

第
３
位　

利
神
ド
ジ
ャ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

町
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
５
月
12
日

■
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

優　

勝　

上
月
平
谷
キ
キ
ョ
ウ

　

準
優
勝　

南
光
宝
土

　

第
３
位　

三
日
月
ル
ピ
ナ
ス

第
21
回

郡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
関
係
分
）

■
５
月
11
日

■
上
月
体
育
館

【
ダ
ブ
ル
ス
】

男
子
１
部

第
３
位　

出
雲
井
郁
人
・
柏
原　

亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
か
わ
）

男
子
２
部

第
３
位　

中
井
照
夫
・
田
渕
義
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
Ｂ
Ｃ
）

第
３
位　

木
村
俊
宏
・
垣
谷
昌
宏　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
か
わ
）

男
子
３
部　

第
３
位　

池
田
俊
夫
・
山
本
丈
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
か
わ
）

女
子
１
部

優　

勝　

調　

絹
枝
・
中
井
礼
子

　
　
　
（
太
子
Ｂ
Ｃ
・
佐
用
Ｂ
Ｃ
）

女
子
２
部

優　

勝　

安
東
由
紀
美
・
石
井
佐
知

　
　
　
　
　
　
　
（
翔
友
・
え
か
わ
）

準
優
勝　

池
田
妙
子
・
古
川
ま
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
か
わ
）

女
子
３
部

第
３
位　

上
野
美
紀
・
巴　

千
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
か
わ
）
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６
月
８
日
（
日
）
か
ら
６
月
14

日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
、
全
国

一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

灯
油
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
、
私
た

ち
が
普
段
便
利
に
使
っ
て
い
る
も

の
の
な
か
に
は
、
保
管
方
法
や
取

扱
い
を
誤
る
と
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
な
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ

　

ろ
に
置
く
。

②
高
温
に
な
る
場
所
、
火
を
取
り

　

扱
う
場
所
に
置
か
な
い
。

③
容
器
の
ふ
た
は
確
実
に
閉
め
、

　

転
倒
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
天
ぷ
ら
油
を
使
用
す
る
際
は
、

　

絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
わ
せ　
　

消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
２

平成 20 年度危険物安全週間推進標語
「安全へ　確かなスマッシュ　保守点検」

　　　　
　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

応急手当時の法的責任について
●お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

●平成 20 年度　全国統一防火標語

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」

　住民による応急手当が、なかなか実施されない理由を
調査したところによると
①応急手当を知らない。
②救急車を呼んだから大丈夫。
③へたに手を出して文句を言われたら困る。
④手を出す勇気がない。
⑤動かさないのがいい。

　といった回答があった
そうです。
　この中でも、③の回答
が多く見られます。
　 手 を 出 し た こ と に よ
り、法的責任を問われる
のではと、不安を感じて
い る か た が 多 く い ら っ
しゃるのではないでしょ
うか。
　総務省によると「民事
上、応急手当の実施は、民法第６９８条の緊急事務管理
( 他人の身体に対する急迫の危害をのがれさせる行為 )
に該当し、法律的には悪意または重過失がなければ責任
を問われることはなく、刑事上も注意をつくしていれば、
過失犯が成立することはない」としています。
　むずかしい言葉が並びましたが、要は人を助けようと
する行為については、責任を問われることはないという
ことです。
　救急現場に居合わせたときは、ためらわず勇気を持っ
て、応急手当を行ってください。

●ミニ知識
　「よきサマリア人法」という法律がアメリカにあり、
緊急時に市民が進んで勇気をもって行った行為には、
法的責任を問われないこととされています。
　聖書の中で、強盗に襲われ倒れているユダヤ人を、
人々は見て見ぬふりをして通り過ぎましたが、ひとり
のサマリア人だけは助けたもので、イエスはサマリア
人を見習いなさいと述べたとされ、これが法律の名前
になった話です。
　日本にはこのような法律はありませんが、善意で行っ
た応急手当については、その結果の責任を法的に問わ
れることはないとされています。

新
し
い
サ
ッ
カ
ー
場
で

佐
用
Ｆ
Ｃ
主
催　

若
あ
ゆ
カ
ッ
プ

元
気
に
プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち

　

こ
の
ほ
ど
、
佐
用
Ｆ
Ｃ
主
催
の

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
佐

用
Ｆ
Ｃ
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら

44
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
主
に
、
播
磨
科
学
公
園

都
市
に
新
し
く
で
き
た
播
磨
光
都

第
２
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
新
設
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

熱
戦



20

    ６月   June   水無月     　 ７月   July   文月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７  　 　 １ ２ ３ ４ ５
　８ ９ 10 11 12 13 14　６ ７ ８ ９ 10 11 12
  15 16 17 18 19 20 21  13 14 15 16 17 18 19
  22 23 24 25 26 27 28  20 21 22 23 24 25 26
  29 30 　　　　　　　  27 28 29 30 31

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
楽

し
く
子
育
て
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
よ
、

と
言
う
か
た
や
、
一
方
で
わ
が

家
は
３
人
目
の
子
育
て
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
、
と
言
う
か
た
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

子
育
て
を
楽
し
む
た
め
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
１
日
30
分
、

穏
や
か
な
心
で
子
ど
も
の
『
つ

ぶ
や
き
』
に
耳
を
傾
け
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん

の
楽
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
『
つ
ぶ
や
き
』
は
、

そ
の
と
き
ど
き
の
子
ど
も
の
ハ

ー
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
表
現
豊
か
で
す
。
手

や
目
、
こ
と
ば
で
つ
ぶ
や
く
子

ど
も
の
姿
を
、
そ
の
と
き
の
表

情
や
背
景
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

記
録
し
て
み
る
と
、
そ
の
こ
と

ば
や
、
し
ぐ
さ
の
奥
に
あ
る
深

い
要
求
、
本
当
の
意
味
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
と
ば
が
出
始
め
る
時
期
か

ら
１
歳
半
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
な

ん
語
、
指
さ
し
、
オ
ウ
ム
返
し

な
ど
、
記
録
し
に
く
い
時
期
で

す
が
、
子
ど
も
の
要
求
が
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
言
語
化
す
る
か
な
ど
が
わ
か

り
ま
す
。
２
歳
児
は
感
じ
て
い

る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
ば

を
あ
ま
り
持
っ
て
い
な
い
た
め
、

知
っ
て
い
る
こ
と
ば
を
当
て
は

め
、
不
思
議
な
こ
と
ば
に
な
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
を
受
け

止
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と
対

話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
が
話
す
よ
り
も
、
ゆ
っ
く

り
と
、
小
さ
な
声
で
対
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど

も
が
、
自
分
か
ら
表
現
す
る
の

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

０
、１
、２
歳
児
は
、
日
々
の

つ
ぶ
や
き
の
記
録
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
で
、
こ
と
ば
の
成
長
、

人
や
物
と
の
か
か
わ
り
の
広
が

り
な
ど
、
そ
の
子
の
発
達
が
見

え
て
き
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
こ
と

ば
か
け
を
し
て
あ
げ
な
が
ら
、

子
ど
も
と
の
対
話
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
早
速
、
今
日
か
ら
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

■
場
所

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　

無
料

■
募
集
人
員　

先
着
20
名

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
（
申
込
が
必
要
で
す
）

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

図
書
館

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
６
月
の
お
は
な
し

　
「
エ
パ
ミ
ナ
ン
ダ
ス
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
６
月
の
お
は
な
し

　
「
サ
ル
の
き
も
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

養
成
講
座
」
参
加
者
募
集

■
日
程
お
よ
び
内
容

・
第
１
回　

６
月
17
日
（
火
）　

　
　

絵
本
と
は
｜
子
ど
も
の
こ
こ

　

ろ
を
そ
だ
て
る
も
の
｜

・
第
２
回　

７
月
８
日
（
火
）　 

　
　

絵
本
を
選
ぶ
・
絵
本
を
読
む

・
第
３
回　

８
月
５
日
（
火
）　

　
　

絵
本
の
時
間
を
豊
か
に

■
講
師　

小
栗
栖
真
弓
さ
ん

　
　
　
　
（
姫
路
お
は
な
し
の
会
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
午
後
３
時
30
分

　
（
３
回
連
続
で
受
講
く
だ
さ
い
）

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

６
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

　
　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
５
月
の
お
り
が
み

　
「
４
ひ
き
の
か
え
る
」「
た
ま
ご

か
ら
か
え
る
き
ょ
う
り
ゅ
う
」

■
そ
の
他　

申
込
不
要

　

お
り
が
み
を
持
参
く
だ
さ
い
。※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　

７
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

３
日(

木
）
で
す
。

子
ど
も
の
「
つ
ぶ
や
き
」
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現
在
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
と

い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

★
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
っ
て
な
に
？

　

ガ
ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
老

衰
・
難
病
な
ど
の
病
気
で
、
死
期

が
せ
ま
っ
た
状
態
に
あ
る
患
者
に

行
う
医
療
・
看
護･

介
護
な
ど
の

包
括
的
な
療
養
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
時
間
を
そ
の
人
ら
し

く
生
き
、
そ
の
人
ら
し
く
終
え
る

こ
と
を
支
援
す
る
の
が
中
心
的
な

考
え
か
た
で
す
。

　

な
か
で
も
、
自
宅
で
最
期
を
迎

え
た
い
と
希
望
さ
れ
る
か
た
が
多

く
い
ま
す
。

★
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を

　
　
　

自
宅
で
行
う
際
の
留
意
点

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
患
者
は
状
態
が
刻

一
刻
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

往
診
が
可
能
な
医
師
を
中
心
に
、

そ
の
都
度
状
態
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
医
療･

看
護･

介
護
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
す
べ
て
を
カ
バ
ー

し
き
れ
ま
せ
ん
。
家
族
も
、
本
人

に
必
要
な
看
護
・
介
護
技
術
を
習

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
間
限
定
の
介
護
に

と
ら
え
が
ち
で
す
が
、
思
っ
た
以

上
に
長
い
期
間
、
介
護
を
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

★
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　

広
め
る
活
動

　

今
『
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
』

が
全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
、
最
期
を
迎
え
る
患
者
・
家
族

を
、
医
療
・
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
支
援
す
る
方
法
で
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
佐
用
郡
医

師
会
を
中
心
に
「
佐
用
郡
在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
連
絡
会
」
を
つ

く
り
、
医
療
・
看
護
・
介
護
の
連

携
を
密
に
す
る
な
ど
、
自
宅
で
死

を
迎
え
る
患
者
・
家
族
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
強
化
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、自
分
の
家
族
に「
わ

が
家
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
言

わ
れ
た
ら
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？

　

そ
の
場
合
は
、
主
治
医
、
ま
た

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
■
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信(

第
24
回)

●大人向けの本
　歎異抄をひらく　　   高森顕徹／著　１万年堂出版
　サムライ､ バリに殉ず
　　　－インドネシア独立戦争の英雄になった旧日本兵の記録

                                                         坂野徳隆／著　講談社
　日本と中国は理解しあえない　
                            日下公人／著　ＰＨＰパブリッシング
　日本の「安心」はなぜ、消えたのか　
　　　－社会心理学から見た現代日本の問題点　
　　　   　山岸俊男／著　集英社インターナショナル
　肝臓を強くするおいしい食事
                                             主婦の友社／編　主婦の友社
　定年後、人はなぜ太るのか　－健康長寿の食事学　　
　　　　　　　　　　　   本多京子／著　家の光協会
　絵でみる金属ビジネスのしくみ
       馬場洋三／著　日本能率協会マネジメントセンター
　食品業界はなぜ平気で嘘をつくのか
　　　－怒れ消費者！これはもはや「食」のテロリズムだ！！

　                                             垣田達哉／著　日本文芸社
　季節の保存食　－いちごジャムから梅干し・みそまで　
                                                石原洋子／著　家の光協会

　ゲゲゲの女房　－人生は・・・終わりよければ、すべてよし！！

                                                  武良布枝／著　実業之日本社
　プロ野球いぶし銀のベストナイン
　　　　　　　　　　   沢宮　優／著　河出書房新社
　初級者将棋上達の方程式　手筋の公式＜基礎編＞
　　　　　　　　　　   北島忠雄／著　日本将棋連盟
　愛の歌恋の歌　　　   　坂東真理子／著　関東図書
　あなたの俳句はなぜ佳作どまりなのか
                                                         辻　桃子／著　新潮社
　鎖された海峡　　　　　　   逢坂　剛／著　講談社
▲サハラ　　　　　　　　   笹本稜平／著　徳間書店
▲あぽやん　　　　　           新野剛志／著　文芸春秋
★青の懺悔　　　　　   堂上瞬一／著　ＰＨＰ研究所
■手拭い弁之助　　　      南原幹雄／著　新人物往来社
　腕貫探偵、残業中　   西沢保彦／著　実業之日本社
　十津川警部四国お遍路殺人ゲーム
　　　　　　　　　　　　   西村京太郎／著　集英社
■恋する力　　　　　　   藤本ひとみ／著　文芸春秋
　奇縁まんだら　瀬戸内寂聴／著　日本経済新聞出版社
　熟年革命　　　　　　　　   渡辺淳一／著　講談社
　ランジェ公爵夫人
　　　　　　   オノレ・ド・バルザック／著　集英社
●子ども向けの本
　調べる学習日本の歴史４
　　－文明開化から 21 世紀の世界と日本へ

　　   　　　　　　　　　　　船岡　誠／著　国土社
▲★■サヤエンドウじいさん　－世界の民話

　　　　　　　　　   矢崎源九郎／ほか作　日本標準
　流れ行く者　－守り人短編集

　　　　　　　　　　　　   上橋菜穂子／作　偕成社

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.4.19 ～ 2008.5.18 受け入れ分の一部

 

人
生
の
最
期
は　

わ
が
家
で
自
分
ら
し
く
迎
え
た
い

　
　
　
　
　
　

～
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
～

■
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
87
・
８
０
２
０



22

健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　私たちの食生活のなかには、不規則な食事や栄養の
かたより、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向、
食の安全、食の海外依存、伝統的な食文化の崩壊など、
さまざまな課題があります。
　こうした食をめぐる環境変化のなかで、すべての人
たちが健全な食生活を送るため、食育を推進すること
が求められています。
　このため、平成 17 年に「食育基本法」が施行され、
この法律に基づき、食育推進会議で「食育推進計画」
が作成されました。そして、毎年 6 月が「食育月間」
として定められています。

◆重点事項
（１）食を通じたコミュニケーション

　　食事のマナーや食習慣について会話をしながら　
　食事を楽しみましょう

（２）バランスの取れた食事
　　栄養バランスの良い “ 日本型食生活 ” を見直し　
　ましょう

（３）望ましい生活リズム
　　早寝早起きで、朝ごはんを食べましょう

（４）食を大切にする気持ち
　　食前食後のあいさつ、自然の恩恵など感謝の念　
　を深めましょう
◆健康さよう 21　栄養・食生活の目標

（１）バランスのとれた食事をする人を増やす
（２）適正体重を維持する人を増やす
（３）朝食をとらない人を減らす

◆毎月 19 日は食育の日
　日ごろから、食への関心を呼びかけるため、毎月
19 日を食育の日としています。

　「食」は、私たちの生活に欠かすことのできません。
食生活の乱れは、からだやこころの健康に悪影響をお
よぼすと考えられています。
　上記項目を参考に、「食育月間」の今、再度食生活
を見直し、健康づくりに役立てましょう。

　　　　　　◆６月は『食育月間』です

健康なからだ・こころづくりのために

★献血のお願い★
６月１２日（木）

　９：３０～１０：３０　町消防署
１２：００～１２：４５　佐用警察署
１３：４５～１５：３０　佐用共立病院

７月２日（水）
１０：００～１２：００　役場三日月支所
１４：００～１５：３０　サンホームみかづき

 　■お問い合わせ　
　 　　健康課　　☎８７－８０２０

家族そろって楽しい食事をす
ることも、食育のひとつです

老人クラブのみなさん

デイサービスを体験しましょう
●お問い合わせ　健康課　　　　　☎８２－０６６０

　町では、単位老人クラブの会員を対象に、健康づくり研修や
生きがいづくりが体験できる『体験デイサービス事業』を実施
しています。仲間づくりや生きがいづくりを自ら体験し、喫茶
サロンを中心とした『ミニデイサービス事業』とあわせ、地域
の介護予防のリーダーとして、活躍を期待しています。
　
■事業の内容
　老人クラブ単位 ( 複数クラブ合同も可 ) で、町地域福祉セン
ター、ゆう・あい・いしい、笹ヶ丘荘、けんこうの里三日月の
いずれかの会場でデイサービスを体験します。内容は、送迎
‐ 健康づくり研修（講話や体操など）‐ 昼食 - 生きがいづく
り体験（老人クラブの自主活動など）です。各老人クラブで、
年３回利用することができます。

■参加費用
　昼食と入浴セットで８００円です。
　
■申し込み方法
　 こ の 事 業 の 実 施 や 受 付 は 町 社 会 福 祉 協 議 会（ ７ ８ ―
１２１２）に委託しています。申し込みは各老人クラブ単位で
お願いします。

●申し込み　　　社会福祉協議会　☎７８－１２１２
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　★すくすく健康相談
　　　　　 　　　（平成 19 年 12 月生まれ）
　　　６月 13 日（金）13：30 ～

★１歳６か月児健診（平成 18 年 10 月～平成 18 年 11 月生まれ）
　　６月１７日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談　 （平成 19 年６月生まれ）
　　６月２０日（金）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年２月生まれ）
　　6 月２3 日（月）13：30 ～

★ぱくぱく離乳食教室（すくすく健康相談後～ 1 歳 5 か月未満）
　　７月１０日（木）10：00 ～

★０歳児クラス（２か月～１歳未満）
　　７月１４日（月）　２か月～６か月児　10：00 ～ 11：30
　　　　　　 　   　7 か月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　歯の健康にかかせない「ホームケア」｡ あなたは上
手にブラッシングしていますか。
　あなたに合ったブラッシング法と、使いやすい歯
ブラシを味方に効果的なブラッシングをしましょう。

■自分の歯の生え方を観察する
　｢たかが歯ブラシ、されど歯ブラシ｣。ブラッシン
グに勝るものはありません。それだけに、効果的に
行いたいものです。歯科医院での専門家による口腔
ケアは大切です。しかし、実際のところ、歯科医院
で毎日、毎食後、口腔ケアをすることは不可能です。
自分で行うホームケアによって、いかに健康管理が
できるかが大切です。
　毎日歯みがきをしていても自信がないかたは案外
多いものです。自分の歯を鏡で見て、歯ならびの悪
いところがあるとか、ここが磨きにくいなどと、意
識して歯を磨いているかたは少ないでしょう。
　子どものころから磨いているので、しないと気持
ち悪いなど、ただ漠然と磨いているのでは、「どこが

磨けていて、どこが磨けていないのか」は、なかな
か気がつかないものです。ぜひ、自分の歯を観察して、
特徴をつかんでください。

■あなたに合うブラッシング法は
　写真の注意点に気をつけて磨いてください。むず
かしいのは奥歯のブラッシングです。１本ずつ磨く
つもりで磨いていくと、磨き残しがないでしょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（６月 10 日～７月９日分）

●デイ・ケア ( 精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　６月 10 日（火）13：30 ～ 15：30
●犬の引き取り
　　     11 日（水）10：00 ～ 10：30
●専門的栄養相談（要予約）
　　     17 日（火）10：00 ～ 11：30
●アルコール相談（要予約）
　　     19 日（木）13：30 ～ 15：30
●デイ・ケア ( 精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　　     26 日（木）13：30 ～ 15：30
　７月　８日（火）13：30 ～ 15：30
●犬の引き取り
　　     ９日（水）10：00 ～ 10：30
    ※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
●お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　☎８２－２６２１ 携帯電話でもご覧いただけます。

　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

     　あなたにあったブラッシングで

              むし歯・歯周病予防

歯ぐきとの境は 45 度で

小刻みにブラッシング
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　５月 10 日、11 日の２日間、さよう文
化情報センターで、生涯学習課主催のグ
ループ活動サポーター養成講座が開催さ
れ、佐用高校生 15 人が参加しました。こ
の講座は、アートスクールの小さな子ど
もたちを、指導する人材を養成するもの
で、実習を交えながら、子どもとの接し
かたや注意点などを学びました。参加者
のみなさんは、６月からの実際の活動に
意欲満々のようすでした。

高校生のリーダーを養成　 －グループ活動サポーター養成講座  － 

ゲームや競技で楽しく交流 　　　－ 湯小集落ふれあいゲーム大会 －

　５月３日、湯小ふれあい広場で、湯小集落主催のふれあいゲー
ム大会が開催されました。この催しは、集落内のふれあいと交流
を目的に、今年で 16 年目を迎える恒例行事です。
　参加した多くの人たちは、だれでも参加できる簡単なゲームや
競技で、楽しいひとときを過ごしていました。
　行事終了後、湯小集落の原田吉実自治会長は「天気にも恵まれ、
楽しくいい汗を流しました。世代を超えて集まるこの行事で、今
後も地域のきずなを深めていきたい」と語ってくれました。

　５月２日、センターひまわりで保健福祉文化南光基金の助成金
授与式が行われました。この基金は、町内で保健・福祉や文化活
動を行う人たちを支援する民間基金です。今回は、応募件数 15
件の内、選考の結果、９事業が助成対象となりました。

【助成団体または助成事業】（順不同）
南光歌舞伎クラブ、平松武者踊り保存会、皆田和紙保存会、
高齢者の生活・健康に関する意識調査事業
千種川河畔の清掃整備と第５回河童まつり、
桂南光のちりとてちん落語会、療育を考える親の会「パレット」
佐用ウインドアンサンブル、田舎暮らしネットワーク構築事業

 地域活性化の９事業が選ばれる　　　－ 保健福祉文化南光基金の助成金授与式  －

実習のようす

集落の子どもたちがたくさん参加

明るく楽しい話題がありましたら
まちづくり課までご連絡ください。
●まちづくり課
　☎８２－０６６４

まちの話題

授与式のようす

　５月２日、日名倉キャンプ場跡地で、陶芸作家の森陶岳さんが
築かれた「登

のぼりがま

窯」の初火入れ式が行われました。
　森陶岳さんは、平成７年から奥海地内で陶芸の土づくりをして
いる岡山県備前在住の備前焼作家です。今回、火入れされたのは、
長さ１２㍍の「直炎式半地下登窯」で、５～６世紀に朝鮮半島で
行われていた焼きかたを再現するための実験用のものです。
　５月９日まで、地域のボランティアスタッフの人たちも手伝っ
て、24 時間を３交代で火の管理が行われました。

窯の火入れ式が行われる 　　　－日名倉キャンプ場跡地に森陶岳さん －

のぼり窯を説明する森陶岳さん
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　　５月 18 日、田和集落の棚田でふれあい交流が行われ、集
　落の人たちや幕山小学校の児童、また棚田ボランティアで
　来町した都市住民のみなさん約 40 人が集まり、手植えの田
　植え体験や、ビオトープの水生生物調査などを行いました。
　　この事業は今年で 11 年目で、都市部で農業体験に興味が
　ある人たち「ふるさとむら交流ボランティア」を集落で受
　け入れ、年間を通じ、農業体験などのさまざまな事業が行
　われています。事業終了後、田和集落の中川浩一自治会長
　は「集落の活性化のため、１年でも長く、この交流は続け
　たい」と語ってくれました。

日ごろの活動が高く評価される　　－西播磨フロンティア祭「出る杭大会」  －

　４月 29 日に、播磨科学公園都市の芝生広場で開催され
た西播磨地域ビジョン委員会主催の西播磨フロンティア祭
の出る杭大会で、「千種川ネットワーク」のみなさんが『出
る杭大賞』に、また「佐用高校農業科学科」のみなさんが『学
生・生徒の出る杭大賞』を受賞しました。
　「千種川ネットワーク」は、復元した高瀬舟と千種川を
生かした交流事業が、また「佐用高校農業科学科」はボラ
ンティア団体と連携し、農業を生かした子育て支援事業を
実践していることが高く評価されました。
　千種川ネットワーク代表の山西薫さん（久崎）は「地域
の子どもたちの笑顔を作ることを目標にがんばってきた。
とてもうれしい」と、佐用高校農業科学科のみなさんは「こ
れまで以上にがんばります」と受賞の喜びを語ってくれま
した。なお、このほかの町内の受賞団体は下記のとおりで
す。
　■みんなで楽しみま賞
　　大撫会（代表：藤木幹夫さん（上長尾））
　■西播磨県民局　特別賞
　　佐用川のオオサンショウウオを守る会
　　（代表：山川　修さん（円応寺））

千種川ネットワークのみなさん

授賞式のようす（佐用高校農業科学科）

姫新線の高速化に向けて　　　－沿線の自治会長を招き見学会  －

　平成 20 年度中の高速化へ向けて、軌道の改良工事が進むＪＲ
姫新線の三日月駅構内で、５月 10 日、沿線の自治会長などを対
象とした工事見学会が行われました。約 30 人が、オーストリア
製の特殊工事車両などを使った作業を見学しました。
　同線の高速化は、利便性の向上と利用客の増を目的に、ＪＲ
と県、また姫路市、たつの市と本町とで、姫路と上月駅間で進
められています。工事は昨年の夏から着工し、本町から順次改
良工事が行われており、完成すれば、姫路と上月駅間が約 20 分
早くなります。
　この日見学に訪れた自治会長のみなさんは、説明を熱心に聞
きながら、工事作業を見学していました。

雨の中、改良工事を見学する自治会長の
みなさん

田植えでふれあいを　　　－田和集落　棚田交流  －

「なにがとれたかな？」（水生生物調査）



26

５月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
４月 21 日から５月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

６月上旬～７月上旬

人のうごき
４月 21 日から５月 20 日届出分　敬称略

　人　口　２０，８９４人（－１７）
　　　　　男 　９，９７３人   （－１８）
　　　　　女 １０，９２１人   （　　１）

　世帯数　　７，３３４戸（－　４）

　５月中の移動
      出生　１４人　死亡 　２５人
      転入　３１人　転出 　３７人

月
日

曜
日 内　　容 場　　所 時　間

11 水 福祉相談 佐用町地域福祉センター 13：30 ～ 16：00
12 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～

献血 本紙 22 ページをご覧ください
17 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～
18 水 高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター会議室

19 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
24 火 ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～
25 水 弁護士相談

（社会福祉協議会に予約必要） 南光地域福祉センター 13：00 ～ 15：30

29 日 ピアノ＆ヴァイオリン
デュオコンサート スピカホール 14：00 ～

7/2 水 献血 本紙 22 ページをご覧ください

ちょうみんカレンダー

　西播磨各地のイベント情報です。
ぜひ、お立ち寄りください。

【相生市】
兵庫カップ
　相生ドラゴンボート選手権大会
■日時　７月 13 日（日）
　　　午前９時～　午後４時
■場所　相生湾特設会場
■内容　ペーロン競漕とは異なり、
　ドラゴンボートは龍の頭と尾がつ
　　いた漕手 20 人、太鼓手１人、舵
　取り１人の 22 人乗りの船で、直
　線５００㍍を競います。
■お問い合わせ
　相生ドラゴンボート選手権大会実
行委員会
　☎（０７９１）２３－７１３

　兵庫県中古農業機械フェア実行委
員会の主催により、下記のとおり展
示会が開催されます。
　当日は整備の行き届いた信頼でき
る中古農機約３６０台が展示されま
すので、みなさんぜひお越しくださ
い。
■日時　７月 11 日（金）
　　　　午前９時 30 分～午後６時
　　　　７月 12 日（土）
　　　　午前９時 30 分～正午
■場所
　　赤穂郡上郡町光都２－２５
　（播磨科学公園都市の兵庫県西播
　磨総合庁舎西側広場と駐車場）
■出展機
　トラクター、耕うん機、　管理機、
乗用田植機、歩行用田植機、コンバ
イン、バインダーなど
■お問い合わせ
　兵庫県農業機械化協会
　（加西市別府町）
　☎（０７９０）４７－１５３６

お知らせ
－西播広域情報－

七  都  物  語

－第 15 回－
兵庫県中古農機フェア

おまわりさんとふれあう子ども防犯・交通安全教室
■日時　７月 12 日　午前９時 30 分～　■場所　上月グラウンド（雨天の場合：ホタルドーム）
■主催　町少年補導員連絡協議会・佐用警察署　■内容　交通安全教室、寸劇、キックターゲット、県音楽隊の演奏ほか
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■交流ゴールボール教室
　バレーコートと同じサイズのコー
トの両端に置かれた大きなゴールを
背に 2 チーム計 6 名がコートに入
ります。目かくしをして相手チーム
と向かい合い、音入りのボールを
ゴールめがけて転がします。音と
コートの感触と感覚を頼りにボール

を転がします。視覚障がいのあるか
たも、一緒に楽しめます。
■日時　７月 20 日（日）午後１時
　30 分～午後３時 30 分
■場所　ふれあいスポーツ交流館
■対象者　障がい児や障がい者、参
　加者との交流を希望するかた
■参加料　200 円
■定員　20 人
■持参物　体育館シューズ
■募集締切　7 月 6 日（日）
■申込方法　申し込み書をふれあい
　スポーツ交流館窓口へ持参してく
　ださい。ＦＡＸ、郵送でも提出可。
　電話での申し込みはできません。
■申し込み・お問い合わせ
　県立ふれあいスポーツ交流館
　☎（０７９１）５８－１３１３
FAX　（０７９１）５８－１３２３
　　なお、教室の詳細や申込書につ
　いては、ホームページでご確認く
　ださい。
 　http：// www.hwc.or.jp/nishiharima/

　兵庫県では、施策や事業の立案な
どについて、インターネットでご意
見をいただけるかたを募集していま
す。いっしょに県政について考えて
みませんか。
■応募資格　県内にお住まい、また
　は在勤・在学されている 18 歳以
　上のかたで、パソコンを使ってイ
　ンターネット、電子メールを使用
　することができるかた。
■活動内容　インターネットによっ
　て、みなさんに身近な県政課題な
　どに関するアンケート調査（年４
　回程度）にお答えいただきます。
　謝礼はありませんが、県の最新情
　報をメールマガジンでお届けしま
　す。
■応募方法　県ホームページの県民
　モニター受付フォームからご応募
　ください。
　http://web.pref.hyogo.lg.jp/ac20/
　monitor.html
■登録期間　モニター登録日から平
　成 21 年３月 31 日まで
■お問い合わせ
　兵庫県広聴室広聴係
　☎（０７８）３６２－３０２１
FAX　（０７８）３６２－４２９１
E メール　kocho@pref.hyogo.lg.jp

　町内の和太鼓グループ「上月太鼓」
では、新規会員を募集します。和太
鼓で楽しく良い汗を流しませんか。
　また、園児・児童を対象とした「上
月和太鼓育成会」も会員を随時募集
しています。
■対象者　和太鼓に興味のあるかた
　年齢・性別は問いません。
■練習日　毎週月曜日
　午後７時 30 分～午後９時
■練習場所
　上月駅併設の伝統芸能保存室
■お問い合わせ
　小林信次さん
　☎０９０－２９８９－４３４０

■受験資格
　昭和 62 年４月２日～
　　平成３年４月１日生まれのかた
■試験日・試験内容
　◎第１次試験
　　９月７日（日）
　　教養試験、適性試験、作文試験
　◎第２次試験
　　10 月 16 日（木）から 10 月 23
　日（木）の指定する１日
　　人物試験、身体検査
■採用予定数　約 55 人
■申し込み受付期間
　６月 24 日（火）～７月１日（火）
　　（郵送の場合７月１日消印有効）
■申込書提出先
　人事院近畿事務局
　　〒 553-8513　
　　　大阪市福島区福島 1-1-60
　　　☎（０６）４７９６－２１９１
■お問い合わせ
　相生税務署
　　　☎（０７９１）２３－０３８０

募　集

＝県立ふれあいスポーツ交流館＝
各種イベント参加者募集

上月太鼓・上月太鼓育成会
会員募集

今月の
納税

６月３０日（月）です
 　
口座振替日は６月 30 日（月）です

　納税は納期限までに！

 町県民税（普通徴収）の
納期限は

―  今月の納税相談日   ６月 23 日（月）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。

●お問い合わせ
　　税務課収納係　☎８２－０６６２

※納期限を過ぎた場合は、督促状
　を発行します。
　また、納期限から納付日までの
　延滞金（年率 14.6％）も納め
　ていただくことになります。

Information

県民モニターを募集

平成 20 年度

国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験

練習風景

優良運転者表彰のお知らせ
■賞別　金賞・銀賞・銅賞　　　■書類提出期日　６月３０日（土）まで
■書類提出先・お問い合わせ　佐用交通安全協会☎８２- ０５３３　　



ガイドツアー 
　西はりま天文台公園は、入
園無料で自由に見学できます。
天文台館内の望遠鏡はもちろ
んですが、公園の屋外にもい
くつか見所があります。公園
の敷地が広いため、何度かお
越しのかたでも見過ごされて
いるスポットがあるのではな
いでしょうか。 
　そこで今年度から、新たに
施設ガイドツアーをはじめま
した。日曜と祝日の午前と午
後に各１回、天文台研究員の案内で、公園を散歩がてら
施設のスポットをご紹介しています。案内するスポット
や説明は研究員によって微妙にアレンジされていますの
で何回か参加されても新しい発見があります。ツアーの
日程は日曜，祝日とも午前 10 時からと午後 2 時 30 分か
ら約１時間。近所のかたなら、涼しくて人数にもゆとり
のある午前がおすすめ。近場で休日をという時には、ぜ
ひお立ち寄りください。 　　　　圓谷 文明（主幹研究員） 
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　　わが家のアイドル

 天文クイズ
　ある日のガイドツアーで、なゆた望遠鏡の清掃の
見学会を実施しました。そのとき、清掃に使ったも
のは次のどれ？ 

（１）窒素ガス　（２）液化炭酸ガス　（３）塩水 

先月のクイズの解答：（１）サターン 

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。
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る妹・・・と少し立
場が逆ですが、それ
でも妹が泣くと「ど
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兄妹です。
　いつまでも笑顔の
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なゆた望遠鏡 

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX 0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX 0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX 0790-79-3633

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp
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